
　ウイングレットは形状／構造上、樹脂等が硬化しているとはいえ生産型から外した後、ひねる方向で若干は変形しています。
　以下の手順に沿って、その変形を修正しながら装着してください。

１）　写真 ① の様にウイングレットの下側大径部をサイドパネルに
　　あてがい、付属のビスを２箇所とも差し込みます。

　　①
２）　裏から付属のワッシャ、Ｕナットにて仮固定します。（写真 ② 〇印）

　　　Ｕナットの爪がねじ山に当たり手で回せなくなるまでです。

３）　ウイングレットの前側楕円部の穴をを写真 ③ の様に、サイドパネル
　　の穴位置と合うまで少し力を入れて押し上げ、それぞれの穴に付属
　　のビスを差し込みます。

　注）　それぞれの穴がきつい場合は、リーマーなどで穴を少し広げてください。
　　内部の接着ボンドの音ですので心配いりません。

４）　写真 ② と同様に裏から付属のワッシャ、Ｕナットにて仮固定します。
　　②

５）　それぞれのビス／ナットを、プラスドライバー、ラチェットレンチなどで
　　ウイングレットの裏面とサイドパネルの表面が密着するまで徐々に
　　本締めしていきます。

　注）　ウイングレット台形部はレーシングカウルに合わせている為、
　　上側に少し隙間ができる傾向にあるので、隙間が少なくなる方向に
　　力を加えながら本締めしてください。（写真 ④ ）

　注）　３）の工程で、ウイングレットからミシッという様な音がしたとしても
　　内部の接着ボンドの音ですので心配いりません。

　　③
６）　全てのビス／ナットが本締めできたら完成です。（写真 ⑤）

７）　後は分解した逆の手順にて、外装等を組みつけてください。

　　④

　　⑤　完成

（お願い）'２０～'２４　ＹＺＦ-Ｒ１ のお客様で純正サイドパネルに取付け
　　　　　穴あけをしようとされる場合、現物合わせでは絶対にしないでください。
　　　　　弊社にサイドパネルを送っていただければ'２５～純正と同じ位置に正確に穴加工させていただきます。

クレバーウルフ・レーシング 仕様等は予告なく変更する事があります。

〇　'２５～　ＹＺＦ-Ｒ１ （Ｒ１Ｍ）　 ウイングレット 取付け説明書　〇


